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然科学的基礎研究」 研究代表者 荒木恵信 共同研究者
佐藤一郎、高橋明彦、四宮美帆子、加藤謙一
５ 三浦定俊「文化財保存に関する倫理規定」文化財保存修復
学会誌Vol.55 p.p.1-6 文化財保存修復学会 2010年３月
倫理網領検討委員会「世界の主な倫理規程」文化財保存修
復学会誌Vol.55 p.p.76-88 文化財保存修復学会 2010年３
月
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曾我二直菴印　「架鷹図屏風」の特別公開に寄せて
　本屏風は、平成２９年の春に本学の所蔵品となりました。これまで公にさ
れることのなかった新出の作品です。この様な押絵貼り形式の六曲一双屏風
は、美術大学の教育において有効であり、得難い美術資料です。
　しかしその現状は、蝶番の分断や下地骨の強度低下、虫害や汚損などが見
受けられ本紙にも影響を及ぼしています。作品にとって安全性を取り戻すた
め、早急に修理を実施すべき状態といえます。
　ただし、文化財である絵画作品、ましてや本屏風のような大作の修理には
高額な費用を必要とします。そのため、例えば指定文化財のように文化的価
値がより明確に定義されている作品の方が定義されていない作品よりも有利
になります。
　残念ながら本屏風は後者の方です。由来などに関する記録はみあたりませ
んし、各扇にある曾我二直菴の朱文方印の真贋も不明です。つまり、本屏風
の修理の可能性は非常に乏しいといわざるを得ません。
　しかし、各扇に描かれた鷹を眺めると、凛々しい顔つきや軽やかな羽根の
表現は繊細で卓越した墨線によって表されています。そこからは芸術や歴史・
風俗などに関わる豊かな文化的価値が感じられるのではないでしょうか。
図様や使用されている絵画材料、制作技法などを丹念な調査によって解明し、
その結果を総合することで、改めて本品の文化的価値を定義できるのではな
いかと考えております。
　現在、時間の経過によって忘れさられた本屏風の文化的価値を再構築し、
改めて文化財として次世代に継承するため研究を進めています。美術史と絵
画組成との観点から光学機器を用いた詳細な自然科学的調査 ( 近赤外線撮影
調査、紫外線蛍光撮影調査、顔料分析調査 ) と、他の二直菴作品等との比較
調査を実施し、図様の特徴や制作技法などを検証して美術史的位置付けを計
画し、遂行しています。
　不明な点が多い本屏風ですが、存在を多くの方々と共有してその普遍化を
願い、研究のはじめに本展覧会を企画いたしました。
曾我二直菴印
架鷹図屏風
金沢美術工芸大学蔵
　「架鷹図（かようず）」とは、架（ほこ）と称される止まり木に止まる狩猟
用の鷹を描いた作品です。実際に鷹狩りに用いられるオオタカ、ハヤブサ、
ハイタカなどが描かれます。さながら、鷹の肖像画といえるでしょう。そして、
一羽ずつ配した架鷹図を六曲一双屏風の一扇ごとに貼り付けたものが「架鷹
図屏風」です。この場合、屏風に仕立てることを前提として図様が制作され
たでしょう。
　
　本図に描かれる鷹は、その特徴から全てオオタカと思われます。さらに胸
や腹の羽根の特徴から幼鳥と成鳥を判別できます。右隻第３扇、左隻第１扇
と第６扇は幼鳥であり、左隻第２扇は幼鳥から成鳥への過渡期の状態です。
右隻第５扇の黒いオオタカは胸や腹の状態が判然としませんので不明。他は
全て成鳥と考えられます。
　また、確認できる繋ぎ緒の色や結び方、留金などもそれぞれ異なり、緒や房、
金具の緻密な描き込みにも変化が確認できます。表現への強いこだわりが屏
風全体にリズムを与え視覚的に楽しませてくれます。
　本図の印影「二直菴」とは曾我二直菴を指すものと考えられます。江戸時
代前半に堺を中心に高野山、南都で活躍したと推測される絵師です。曾我派
の画系である父・曾我直菴（生没年不詳）の影響を受けながら、架鷹図など
の花鳥画を得意としました。作品には、法隆寺蔵「松竹梅鷹図」、大徳寺蔵「柏
鷹蘆鷺図屏風」、東京国立博物館蔵「花鳥図屏風」などがあります。
　しかしながら、この印影の真贋は現在のところ不明であり、調査中です。
図１ 展覧会風景
資料４ キャプション用解説文
資料５ 先行研究の報告書
A3sサイズ、42項、100部刊行
資料３ 展覧会告知チラシ
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